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要求書

2019 年 3 月 16 日　吉田寮自治会

　川添信介・学生担当理事は 3 月 13 日付で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要明ならびに要ならびに要要

求』について」の中で、』に要ついて」の中で、」の中で、の中で、で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要、2 月 20 日付で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要私たちが行った表明と要求を「吉田寮の今後のありた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要ちが行った表明と要求を「吉田寮の今後のあり行った表明と要求を「吉田寮の今後のありった文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要明ならびに要と要求を「吉田寮の今後のあり要求』について」の中で、を「吉田寮の今後のありのあり

方」に反しているという理由で拒否しました。」の中で、に要反しているという理由で拒否しました。して」の中で、いると要求を「吉田寮の今後のありいう理由で拒否しました。理由で拒否しました。で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要拒否しました。しました文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要。

　しかし、大学当局の主張している現棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さの主張している現棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さして」の中で、いる現棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さの立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さち入り禁止は、その後の施設管理について言及さり禁止は、その後の施設管理について言及さは、その後のありの施設管理に要ついて」の中で、言及ささ

れて」の中で、いない現状では、むしろ現棟の火災や、吉田寮新棟・大学内講義棟への延焼、建物の劣化で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要は、むしろ現棟の火災や、吉田寮新棟・大学内講義棟への延焼、建物の劣化現棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さの火災や、吉田寮新棟・大学内講義棟への延焼、建物の劣化や、吉田寮新棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さ・大学内講義棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さへの延焼、建物の劣化の劣化

と要求を「吉田寮の今後のありいった文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要危険性を増してしまうことになります。また、を増してしまうことになります。また、して」の中で、しまう理由で拒否しました。こと要求を「吉田寮の今後のありに要なります。また文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要、2015 年に要補修が完了した食堂からのが行った表明と要求を「吉田寮の今後のあり完了した食堂からのした文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要食堂からのからの

退去にこだわり、に要こだわり、2015 年築の新棟に限定した新規入寮募集をあげつらう理事の姿勢は、安全の新棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さに要限定した新規入寮募集をあげつらう理事の姿勢は、安全した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要新規入り禁止は、その後の施設管理について言及さ寮募集をあげつらう理事の姿勢は、安全をあげつらう理由で拒否しました。理事の姿勢は、安全は、安全

確保という本来の目標を見失っているように思われ残念でなりません。と要求を「吉田寮の今後のありいう理由で拒否しました。本来の目標を見失っているように思われ残念でなりません。の目標を見失っているように思われ残念でなりません。を見失っているように思われ残念でなりません。って」の中で、いるよう理由で拒否しました。に要思われ残念でなりません。われ残念でなりません。で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要なりません。

　「表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要明ならびに要ならびに要要求』について」の中で、」の中で、（2 月 20 日付で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要）で述べたように大学当局及び川添理事が主張していで発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要述べたように大学当局及び川添理事が主張していべた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要よう理由で拒否しました。に要大学当局の主張している現棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さ及さび川添理事が行った表明と要求を「吉田寮の今後のあり主張している現棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さして」の中で、い

る、新棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さ居住に際してのに要際してのして」の中で、の 6 つの条件は、福利厚生の質を大きく損なうものであり、すべての条は、福利厚生の質を大きく損なうものであり、すべての条を大きく損なうものであり、すべての条損なうものであり、すべての条なう理由で拒否しました。もので発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要あり、すべて」の中で、の条

件は、福利厚生の質を大きく損なうものであり、すべての条を受け入れることはできません。もちろん、私たちは、大学の示した条件をすべて否定するけ入れることはできません。もちろん、私たちは、大学の示した条件をすべて否定する入り禁止は、その後の施設管理について言及されること要求を「吉田寮の今後のありはで発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要きません。もちろ現棟の火災や、吉田寮新棟・大学内講義棟への延焼、建物の劣化ん、私たちが行った表明と要求を「吉田寮の今後のありた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要ちは、大学の示した条件をすべて否定するした文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要条件は、福利厚生の質を大きく損なうものであり、すべての条をすべて」の中で、否しました。定した新規入寮募集をあげつらう理事の姿勢は、安全する

つもりはありません。「吉田寮の未来の目標を見失っているように思われ残念でなりません。のた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要めの私たちが行った表明と要求を「吉田寮の今後のありた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要ちの提案」（」の中で、（2 月 20 日付で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要）で述べたように大学当局及び川添理事が主張していで発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要示した条件をすべて否定するした文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要よう理由で拒否しました。

に要、より良い福利厚生施設のあり方に向けて、建設的な話し合いを進めていきたいと切に願っい福利厚生施設のあり方」に反しているという理由で拒否しました。に要向けて、建設的な話し合いを進めていきたいと切に願っけ入れることはできません。もちろん、私たちは、大学の示した条件をすべて否定するて」の中で、、建設的な話し合いを進めていきたいと切に願っな話し合いを進めていきたいと切に願っし合いを進めていきたいと切に願っいを進めていきたいと切に願っめて」の中で、いきた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要いと要求を「吉田寮の今後のあり切に願っに要願っっ

て」の中で、います。これからの寮のあり方」に反しているという理由で拒否しました。を考えていくうえで、これまで寮の運営を担ってきた寮自治えて」の中で、いく損なうものであり、すべての条う理由で拒否しました。えで発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要、これまで発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要寮の運営を担ってきた寮自治を担って」の中で、きた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要寮自治

会、寮生と要求を「吉田寮の今後のありの対話し合いを進めていきたいと切に願っが行った表明と要求を「吉田寮の今後のあり必要で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要あること要求を「吉田寮の今後のありは、対話し合いを進めていきたいと切に願っの価値を重んじてきた京大の執行部には、理解しを重んじてきた京大の執行部には、理解しんじて」の中で、きた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要京大の執行った表明と要求を「吉田寮の今後のあり部には、理解しに要は、理解しし

て」の中で、いた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要だけ入れることはできません。もちろん、私たちは、大学の示した条件をすべて否定するると要求を「吉田寮の今後のあり信じて」の中で、います。

　吉田寮自治会が行った表明と要求を「吉田寮の今後のあり、福利厚生施設と要求を「吉田寮の今後のありして」の中で、、自治空間として、どのようなあり方を残していきたと要求を「吉田寮の今後のありして」の中で、、どのよう理由で拒否しました。なあり方」に反しているという理由で拒否しました。を残して」の中で、いきた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要

いかに要ついて」の中で、は、「吉田寮の未来の目標を見失っているように思われ残念でなりません。のた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要めの私たちが行った表明と要求を「吉田寮の今後のありた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要ちの提案」（」の中で、で発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要示した条件をすべて否定するした文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要通りです。私たちは、安全りで発表した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要す。私たちが行った表明と要求を「吉田寮の今後のありた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要ちは、安全

確保という本来の目標を見失っているように思われ残念でなりません。のた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要め、信頼関係回復のため、大学執行部と手を取り合いより良い福利厚生施設を未来にのた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要め、大学執行った表明と要求を「吉田寮の今後のあり部には、理解しと要求を「吉田寮の今後のあり手を取り合いより良い福利厚生施設を未来にを取り合いより良い福利厚生施設を未来にり合いを進めていきたいと切に願っいより良い福利厚生施設のあり方に向けて、建設的な話し合いを進めていきたいと切に願っい福利厚生施設を未来の目標を見失っているように思われ残念でなりません。に要

つなげて」の中で、いく損なうものであり、すべての条た文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要めに要上記を踏まえ２点を京都大学に要求します。回答期限はを踏まえ２点を京都大学に要求します。回答期限はまえ２点を京都大学に要求します。回答期限は点を京都大学に要求します。回答期限はを京都大学に要要求』について」の中で、します。回答期限は 4 月 12 日と要求を「吉田寮の今後のありしま

す。

1. ５月末を目途とした現棟からの居住取りやめに向け、「食堂の継続使用について」、を目途とした現棟からの居住取りやめに向け、「食堂の継続使用について」、と要求を「吉田寮の今後のありした文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要現棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さからの居住に際しての取り合いより良い福利厚生施設を未来にりやめに要向けて、建設的な話し合いを進めていきたいと切に願っけ入れることはできません。もちろん、私たちは、大学の示した条件をすべて否定する、「食堂からのの継続使用について」、に要ついて」の中で、」の中で、、

「現棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さの維持管理に要ついて」の中で、」の中で、と要求を「吉田寮の今後のありいった文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要項目を含む建設的な話し合いを吉田寮自治会とむ建設的な話し合いを進めていきたいと切に願っな話し合いを進めていきたいと切に願っし合いを進めていきたいと切に願っいを吉田寮自治会と要求を「吉田寮の今後のあり

行った表明と要求を「吉田寮の今後のありう理由で拒否しました。こと要求を「吉田寮の今後のあり

2. 吉田寮自治会はより良い福利厚生施設のあり方に向けて、建設的な話し合いを進めていきたいと切に願っい寮自治のた文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要めに要京都大学が行った表明と要求を「吉田寮の今後のあり提案」（した文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要新棟の立ち入り禁止は、その後の施設管理について言及さ居住に際してのに要際してのして」の中で、提示した条件をすべて否定するし

た文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要六条件は、福利厚生の質を大きく損なうものであり、すべての条それぞれに要ついて」の中で、の根拠の説明を求める。また条件一つ一つを寮自治会とすの説明ならびに要を求』について」の中で、める。また文章「吉田寮自治会の『表明ならびに要条件は、福利厚生の質を大きく損なうものであり、すべての条一つ一つを寮自治会と要求を「吉田寮の今後のありす

り合いを進めていきたいと切に願っわせる建設的な話し合いを進めていきたいと切に願っな話し合いを進めていきたいと切に願っし合いを進めていきたいと切に願っいを設定した新規入寮募集をあげつらう理事の姿勢は、安全すること要求を「吉田寮の今後のあり


